





























を世に送るのかが、これから問われることになります。もとよ 国士舘には百年になんなんとする長い歴史に培われた良き伝統があります。また、それと共に時代にそぐわなくなった弊風もある筈です。長い歴史の流れの中には変えてはならないものと、変え ければ らないものがありますが、いつの時代でも先人たちは、勇気と叡智をもってこれに取り組んできました。そしてそれが進歩です。　
言うまでもなく、創立九〇周年は百周年への一里塚でした。三〇年後・五〇年後の国士舘は、有為な人
材を育む、広く世界に開かれた大学として、さ なる高みを目指さなければなりません。　
一九七三（昭和四八）年、国士舘創立者柴田德次郎翁逝去、享年八三歳、柴田翁の業績は国士舘の歴史
と共に今も豊かに光躍しつづけています。国士舘のさらなる栄果と光輝を祈念 やみません。
（二〇一一年一一月、学校法人国士舘
　
前理事長）
